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津波防災のまちづくりをPR

福良うずまるフェスタ
　９月８日、福良港津波防災ステーションで「福
良うずまるフェスタ」が開催されました。福良
こども園児による踊りや備蓄食（淡路手延素麺）
の振る舞いなどが行われ、福良地区の魅力や、
津波防災のまちづくりをPRしました。
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片
山 

京
子
さ
ん（
同
く
ら
ぶ
実
行
委
員
長
）

　
参
加
者
は
「
お
元
気
く
ら
ぶ
」
で

人
と
つ
な
が
る
こ
と
で
「
一
緒
に
続

け
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。
２
年
目
に
な
り
、
男
性
の

参
加
者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

白
瀬 

英
明
さ
ん
（
高
萩
自
治
会
長
）

　

最
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」
と
住
民
か

ら
好
評
で
し
た
。
住
民
が
元
気
だ
と

地
域
に
活
気
が
出
ま
す
。
賀
集
全
体

に
事
業
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

長
岡 

朋
さ
ん

　（
南
淡
路
病
院
・
理
学
療
法
士
）

　

病
院
に
来
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
日
常
生
活
に
不
便
を
感
じ
る
前

の
手
助
け
が
で
き
、
参
加
者
の
反
応

か
ら
成
果
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り

に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

西
山 
友
和
さ
ん
・
中
田 

誠
さ
ん
・

西
野 
恵
介
さ
ん
（「
昇
り
坂
」
メ
ン
バ
ー
）

　
１
年
目
は
手
探
り
の
状
態
で
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
ま
し
た
。
ど

う
す
れ
ば
売
れ
る
の
か
を
繰
り
返
し

考
え
る
中
で
、
自
分
た
ち
が
成
長
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
２
年
目
は
観
光

客
以
外
に
も
「
昇
り
坂
の
こ
と
を
聞

い
た
」
と
い
う
市
内
の
人
が
大
勢
来

て
く
れ
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

林 

健 

一 

さ
ん

　（
灘
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
会
長
）

　
最
初
は
「
昇
り
坂
」
を
知
ら
な
い

人
も
多
く
い
ま
し
た
が
、
若
い
人
た

ち
が
地
域
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

る
姿
を
見
て
「
自
分
た
ち
も
や
っ
て

み
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
住
民
た

ち
に
起
こ
り
ま
し
た
。
夕
涼
み
の
集

い
の
盛
り
上
が
り
な
ど
、
地
域
が
元

気
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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賀集お元気くらぶ灘地区アンテナショップ
「昇り坂」

　平成 29 年度より、南あわじ市では地域の課題解
決に向けた取り組みを支援する「地域づくりチャレ
ンジ事業」制度を設けています。
　これまでに 7 地区の事業が認定され（10 月 1 日
現在。右表のとおり）、それぞれの課題解決に向けて、
地域・事業者・行政が協働して取り組みを行ってい
ます。　
　制度がスタートした平成 29 年度に認定された３
事業（福良・賀集・灘地区）について、事業を始め
たきっかけや現在の状況などを、関係者へのインタ
ビューとあわせて紹介します。

　高齢者に住み慣れた地域で長く元気に暮らしてほしいと
いう思いで、南淡路病院、賀集地区、市が連携し、健康意
識の向上に取り組んでいます。毎月１回、体験型健康教室
が賀集地区公民館で開かれ、参加者は体力測定などで効果
を実感。住民同士の交流の場にもなっています。また、今
年４月からは、賀集地区で最も高齢化が進む高萩地区の公
会堂でも出前講座が開かれています。

　若者たちが地域に活気を生み出そうと、灘活性委員会「昇
り坂」を結成しました。灘のいいもの・いい場所を観光客
に売り込むため、灘黒岩水仙郷内にアンテナショップをオー
プン。地元の海産物やみかんを使った商品の販売を行い、
地域の PR に取り組んでいます。また、８月に灘地区で行
われた納涼祭（夕涼みの集い）にも出店するなど活動の場
を広げています。

事業者　南淡路病院、賀集地域づくり協議会、
　　　　南あわじ市長寿・保険課

西
澤 

昌
美
さ
ん

　（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
出
店
者
・
大
阪
府
出
身
）

　
淡
路
島
が
好
き
で
、
以
前
か
ら
夫

婦
で
移
住
し
て
飲
食
店
を
開
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
偶
然
、
福
良

を
訪
れ
た
と
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ

プ
の
こ
と
を
知
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。

出
店
す
る
と
、
地
元
の
人
が
よ
く
来

て
く
れ
て
、
地
域
の
温
か
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
今
は
週
末
に
営
業
し
て

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
移
住
し
て
毎

日
営
業
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

片
井 

一 

雅
さ
ん
（
同
法
人
理
事
長
）

　

創
業
者
な
ど
、
外
か
ら
の
目
線

で
「
ま
ち
の
魅
力
」
を
再
発
見
し
、

商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
観
光
客
が

多
い
「
道
の
駅
福
良
」
周
辺
か
ら
商

店
街
へ
人
を
呼
び
込
め
る
よ
う
な
動

線
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

にんぎゃかな福良下町商店街
～商店街に観光客を誘致発展へ～

　創業者を誘致し、観光客を街に引き込むことで、福良の
下町商店街が昔のにぎわいを取り戻すことをめざしていま
す。これまでに創業希望者の模擬出店の機会として「にん
ぎゃか福良んど」を開催。また、空き家を改修し、創業者
の開業場所となる「チャレンジショップ」を設け、１号店
となる「WHIRLPOOL」が７月に開業しました。

チャレンジショップに出店した西澤さん家族と
片井さん（左）

（左から）地域づくり協議会の林さん、昇り坂の
西山さん、中田さん、西野さん 片山さん（左）と白瀬さん

事業者　NPO 法人淡路國プロジェクト

事業者　灘活性委員会「昇り坂」

「地域づくりチャレンジ事業」
― 地域活性化に取り組むまちのうごき ―

地域課題の解決に対して取り組む事業を応援する制度です。
 ①地域サポート制度…行政がサポート役となり実現を後押し
 ②補助金…事業スタート時の経費負担を軽減【上限 100 万円、最大 3 年度】

地域づくりチャレンジ事業とは…？
地域

行政

事業者

問市民協働課☎ 43-5244

認定年度 地区 内容

H29

福良 商店街の活性化をめざし、空き家を活用した
チャレンジショップを誘致

賀集 南淡路病院、地域、市が連携した「体験型健
康教室」により健康意識を向上

灘 灘の若者が地域のＰＲのため、灘黒岩水仙郷
でアンテナショップを開設

H30
八木 平成病院と連携し「フレイル予防サポーター」

を養成、地域ぐるみでフレイル予防に取り組む
阿万 南海トラフ巨大地震を想定し、オリジナルの

避難マップを作成

H31
（R1）

丸山 令和の大嘗祭への献上をめざす丸山漁港の「献
上鯛」で地域を活性化

三原志知「志童サポートクラブ」を立ち上げ、地域交流などを通じて、地域全体の活性化をめざす

特集　地域づくりチャレンジ事業 ー地域活性化に取り組むまちのうごき―
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南あわじ市長 守本 憲弘

市
内
小
中
学
生
が
東
北
被
災
地
へ

市
役
所
で
活
動
報
告

ト
イ
レ
の
提
供
な
ど
を
同
支
部

が
行
い
ま
す
。

　
同
日
、
洲
本
市
内
で
締
結
式

が
行
わ
れ
、
守
本
市
長
は
「
災

害
時
の
実
行
性
を
高
め
る
た

め
、
日
ご
ろ
か
ら
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
同
支
部
の
岡
本
和
之
支
部

長
は
「
東
日
本
大
震
災
で
は
ス

タ
ン
ド
に
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。

緊
急
車
両
の
優
先
給
油
に
協
力

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど

の
災
害
に
備
え
、
島
内
３
市
と

淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
、
淡

路
広
域
水
道
企
業
団
は
８
月
22

日
、
兵
庫
県
石
油
商
業
組
合
淡

路
支
部
と
「
災
害
時
の
支
援
活

動
等
に
お
け
る
相
互
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
に
よ
り
、
緊
急
車
両
へ

の
優
先
給
油
や
石
油
類
燃
料
の

供
給
の
ほ
か
、
徒
歩
で
帰
宅
す

る
被
災
者
へ
の
情
報
や
水
道
水
、

宮
城
県
石
巻
市
の
大
川
小
学
校
跡
地
を

訪
問
し
た
児
童
・
生
徒

保
育
施
設
や
介
護
施
設
で
の

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
８
月
１
日
～
３
日
ま
で
の
３

日
間
、
市
内
の
小
学
生
４
人
と

中
学
生
15
人
、
淡
路
三
原
高
校

の
生
徒
22
人
が
宮
城
県
石
巻
市

と
東
松
島
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
過
去
の

災
害
か
ら
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
た

め
、
平
成
29
年
度
か
ら
市
内
の

中
学
生
を
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
初
め
て
小
学
生
も
参
加
し
、

石
巻
市
の
大
川
小
学
校
跡
地
で

語
り
部
の
話
を
聞
い
た
り
、
東

松
島
市
あ
お
い
地
区
の
住
民
と

交
流
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
８
月
28
日
に
市
役
所
で
報
告

会
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
学
生

は
、
防
災
を
他
人
事
で
は
な
く

「
自じ
ぶ
ん分

事ご
と

」
と
し
て
考
え
る
こ

と
の
大
切
さ
な
ど
、
体
験
を
通

じ
て
感
じ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

　年に一度の大イベント学園祭「第 4 回くにうみ祭」を
開催します。老若男女誰でも楽しめる企画をたくさん準
備しています。皆さまのご来場をお待ちしています。
日時　11 月16 日 ( 土 ) 午前 10 時～午後 4 時
場所　同大キャンパス内
イベント　玉ねぎ早食い競争、宝探し、ビンゴ大会、

トリックアート、吹奏楽（淡路三原高、南淡中、広
田中）、三原志知小学校和太鼓「志童」など

※イベントの詳細は来月号に掲載予定
問同大事務室☎ 42-4700

第４回学園祭の開催

県
石
油
商
業
組
合
淡
路
支
部
と
協
定

災
害
時
に
緊
急
車
両
へ
優
先
給
油

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

市
長
が
１
０
０
歳
を
祝
い
訪
問

地
域
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

丸
山
「
献
上
鯛
」
で
ま
ち
お
こ
し

　
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る

高
齢
者
を
お
祝
い
す
る
た
め
、

９
月
２
日
、
守
本
市
長
が
希
望

者
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く
ら
苑

で
生
活
す
る
金こ
ん
ど
う藤
德と
く
え榮
さ
ん
の

も
と
を
訪
れ
た
守
本
市
長
は
、

お
祝
い
状
を
贈
呈
。
金
藤
さ
ん

は
「
こ
ん
な
風
に
祝
っ
て
い
た
だ

い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
課
題
解
決
へ
の
取
り

組
み
を
南
あ
わ
じ
市
が
応
援
す

る
「
地
域
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
」。
丸
山
地
域
づ
く
り
協
議
会

や
南
あ
わ
じ
漁
協
、
住
民
有
志

ら
で
結
成
す
る
「
丸
山
献
上
隊
」

か
ら
「
献
上
隊
（
鯛
）
事
業
」

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
丸
山
漁
港
の
献
上
鯛
は
、
大

正
、
昭
和
、
平
成
の
３
代
に
わ

た
り
天
皇
に
献
上
さ
れ
、
11
月

の
令
和
の
大
嘗
祭
で
も
献
上
に

県石油商業組合淡路支部と協定を締結した島内３市長ら

守本市長と記念撮影をする金藤さん(右)

丸山献上隊のメンバーら

向
け
て
準
備
中
。
事
業
で
は
献

上
鯛
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
コ
ミュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
運
営
を
通
じ
て
、

ま
ち
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　「人生 100 年時代」という言葉が定着してきました。高
齢になって、若い頃にはできなかった趣味活動、資格取得、
社会貢献などの自己実現が可能な時代になりつつあります。
　一方で、南あわじ市の高齢化率（65 歳以上）は 34％
を超え、人口減少も進んでいます。その結果、労働力が不
足し、建設業、観光業、介護サービスなど、多くの分野で
働き手を募集しても応募がない状況が続いています。地域
社会を維持していくために、シニア世代の力が必要な時代
になったとも言えます。
　南あわじ市では、平成 29 年度から「高齢者等元気活
躍推進事業」を推進しています。意欲のあるシニアの方々
を社会が必要としている活動に結びつけ、これまで培った
経験や知識を生かして活躍する場を広げようという取り組み
です。
　その手立ての一つは、昨年 10 月より試行実施している「お
もいやりポイント制度」。シニアが介護施設や保育施設など
で、1 回 1 ～ 2 時間の補助的な活動を行い、市内で使え
る商品券に交換できるポイントを得る有償ボランティア活動

人生 100 年時代の
「働くシニア応援プロジェクト」

です。今年度から、市役所に「生涯活躍推進室」を設け、
さらに普及を進めています。
　もう一つは、今月から始める「働くシニア応援プロジェクト」
です。これは、従来の固定観念を取り払い、シニアの方々自
身の体力やライフスタイルに合わせた柔軟な働き方を工夫する
ことにより、人手を必要としている分野でのシニアの仕事の可
能性を広げる取り組みです。シニア世代が年金に加えて収入
を得ることができ、事業者も必要な人材を確保しながら成長を
続けていけるモデルづくりを目標にしています。市とモデル事
業者が協力して、就労内容や採用手法を工夫するなど、シニ
アが無理なく働ける就労環境の整備と、事業者の人手不足の
軽減を両立する方法を実証していきます。
　ボランティア活動や仕事の場が増えると、年齢や健康状態、
生活に合わせた多様な社会活動の選択肢が広がります。長き
にわたり、社会とかかわり続けて健康的な生活を送る南あわじ
市民が増えていってほしいと思っています。
　今月の 8 日（火）には「南あわじ版『人生二毛作社会』
の実現に向けた大・会・議」というテーマで、シンポジウム
を開催します（午後２時開始／中央公民館）。多くのシニアが
仕事で活躍している先進企業の事例を参考に、これからの南
あわじ市の姿や市民一人ひとりの役割を皆さまと一緒に考える
機会にしたいと思っています。多くの方々のご来場をお待ちし
ています。

地域創成生涯学習講座
場所　同大キャンパス内大講義室（Ｃ棟３階）
申込み・問合せ　同大地域連携センター☎ 42-4708
※要申込・参加無料

≪ 10 月開講講座≫
第 2 回　「麦飯、食べませんか？」
日時：10 月7 日（月）　午前 10 時 30 分～正午
講師：農学部地域創成農学科　准教授　氷見 英子
第 3 回　「健康と身体を動かすこと」
日時：10 月19 日（土）　午後 1 時 30 分～ 3 時
講師：社会科学部スポーツ社会学科　准教授　天岡 寛
第 4 回　「食べて健康に －食品機能の追求から－」
日時：10 月30 日（水）　午前 10 時 30 分～正午
講師：農学部醸造学科　教授　土井 裕司
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民生費
69億4,641万円

27.2%

公債費
41億9,355万円

16.4%総務費
27億938万円
10.6%

土木費
22億7,169万円

8.9%

教育費
28億1,598万円

11.0%

農林水産業費
21億3,888万円

8.4%

衛生費
17億6,162万円

6.9%

消防費
10億1,282万円

3.9%

商工費
4億8,074万円

1.9%

議会費、災害復旧費
労働費

3億3,707万円
1.3%

諸支出金
9億52万円
3.5%

依存財源
64.0%

自主財源
36.0%

市税
57億6,403万円

21.9%

繰越金ほか
24億4,504万円

9.3%

国庫支出金
19億5,338万円

7.4%

市債
23億3,350万円

8.9%

県支出金
20億1,456万円

7.7%

地方消費税交付金ほか
13億4,309万円

5.1%

使用料及び手数料、
分担金及び負担金
5億2,506万円

2.0%

諸収入
7億3,061万円

2.8%

地方交付税
91億 8,286万円

34.9%

6

決
算
の
概
要

　

平
成
30
年
度
の
歳
入
は
、
昨
年

度
と
比
較
し
て
、
県
営
ほ
場
整
備
事

業
に
か
か
る
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
業
務
受
託
に
よ
る
諸
収
入
の
増
加

や
、
ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ
応
援
寄
附

金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
に
よ
る
寄
附

金
の
増
加
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。一

方
で
、
農
業
・
営
業
所
得
の
減
少
及

び
地
価
の
下
落
傾
向
な
ど
に
よ
る
市

税
の
減
少
や
地
方
交
付
税
の
段
階
的

縮
減
に
よ
る
減
少
が
影
響
し
、
全
体

で
は
１・４
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
出
で
は
、
昨
年
度
と
比
較
し
て

学
童
保
育
所
整
備
等
に
よ
る
民
生
費

の
増
加
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
業
務

や
学
校
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
等
に
よ

る
教
育
費
の
増
加
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
の
民
間
化
に
伴
う
繰
出
金
の

増
加
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。一方
で
、

大
規
模
な
普
通
建
設
事
業
の
終
了
に

よ
る
総
務
費
の
減
少
、
災
害
件
数
の

減
少
及
び
災
害
規
模
の
縮
小
に
よ
る

災
害
復
旧
費
の
減
少
、
下
水
道
事
業

に
お
け
る
資
本
費
平
準
化
債
発
行
に

伴
う
下
水
道
補
助
金
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
全
体
で
は
２・４
％
の
マ
イ
ナ

ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が

２
６
２
億
９
２
１
３
万
円
、
歳
出
が
２
５
５
億
６
８
６
６
万

円
で
し
た
。
歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
令
和
元
年
度
へ
事
業

を
繰
り
越
し
て
使
う
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

６
億
６
９
７
０
万
円
と
な
り
、
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
計
画
的
な
市
債
の
繰
上
償
還
の
実
施
に
よ
り
市
債

残
高
の
削
減
を
着
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
各
種
財
政
指

数
も
改
善
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
債
発
行
の
抑
制
と
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、

健
全
で
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
　
年
度

30

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率　　   　　　　　 

指標 南あわじ市 早期健全
化基準

財政再生
基準30年度 29年度

実質赤字比率
 （普通会計の赤字から財政運営
　の深刻度を見る比率）

－ － 12.72 20.00

連結実質赤字比率
 （全ての会計の赤字から財政運営
　の深刻度を見る比率）

－ － 17.72 30.00

実質公債費比率 
 （借金の返済額等の大きさから
　資金繰りの危険度を見る比率）

14.1 14.3 25.0 35.0

将来負担比率
 （市が抱える負債の残高から将来
　財政への圧迫度を見る比率）

122.4 135.6 350.0 －

※赤字が生じない場合は、「－」と表示

資金不足比率　　　　　　　　　　

指標
南あわじ市 経営健全

化基準 備考30年度 29年度

資金不足比率
（企業会計の資金不足割合から
 経営状況の深刻度を見る比率）

－ － 20.0 会計ごと
に算定

※資金不足が生じない場合は、「－」と表示

　特定の目的のために資金を積み立てた
り、運用したりする市の「貯金」です。

（前年度比４億 7,889 万円減）

市民 1 人あたり　21 万 9,200 円

基金残高　103 億 6,737 万円

市民 1 人あたり　66 万 2,000 円

　施設整備など大規模な事業を行う際
に、銀行等から借入れた市の「借金」です。

（前年度比 15 億 4,141 万円減）

市債残高　313 億 437 万円

主な平成 30 年度事業

商工費　1 億 3,345 万円
市内商工団体の育成等のほか、三
力（魅・味・見）発信として各地
で市特産品を販売し、農畜産物の
PR・販売促進に努めました。

総務費　2,006 万円
地域づくりチャレンジ事業補助金
の交付等により、地域住民の主体
的な事業を後押ししました。

市民 1 人あたり　54 万 700 円

※市民１人あたりの金額は平成 30 年度末
　住民基本台帳人口 47,289 人で算出

民生費　2,307 万円
「思いやりポイント制度」を創設・
開始し、高齢者の社会参加を促進
しました。

教育費　2 億 5,636 万円
公的財産である埋蔵文化財を調
査・適正に保護し、郷土愛の醸成
等に活用しました。

もっと詳しく知りたい人は二次元コードを読み取っていただき、
市ホームページをご覧ください。

商工振興事業協働推進事業 高齢者等元気活躍推進事業 埋蔵文化財保護事業

平成 30 年度決算状況報告

市民 1 人あたり　55 万 6,000 円

「基金残高の推移」

「市債残高の推移」

7

歳入　262 億 9,213 万円

歳出　255 億 6,866 万円

◆自主財源…市が独自に確保できるもの
◆依存財源…国・県からの補助金、市の借金
　　　　　　である市債など
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会計
歳入 歳出 基金残高 市債残高

決算額 増減率 決算額 増減率 決算額 増減率 決算額 増減率
国民健康保険

（保険事業） 681,741 -13.4 676,287 -11.5 21,731 66.9 0 －
国民健康保険

（直営診療所） 13,984 -2.1 13,980 -2.1 0 － 978 -14.3 

後期高齢者医療 69,530 -1.1 67,656 -0.9 0 － 0 －
介護保険（保険事業） 470,164 -0.8 454,637 -2.0 25,770 33.2 0 －
介護保険

（介護サービス事業） 3,905 -15.3 3,905 -15.3 0 － 0 －

土地開発（企業団地） 3,446 34.1 1,056 1,476.1 0 － 0 －
産業廃棄物最終処分 14,711 85.3 11,021 82.2 71,350 11.2 0 －
ケーブルテレビ 45,240 -50.9 45,237 -50.8 0 － 215,786 -2.5 
国民宿舎★ 8,483 － 6,806 － 4,250 － 0 －

下水道 決算額 増減率
収益的収入 249,495 -5.5
収益的支出 253,386 -2.5
資本的収入 195,898 12.2
資本的支出 284,484 3.9
企業債残高 2,667,103 -0.4

 農業共済 決算額 増減率
収益的収入 58,333 41.1
収益的支出 58,473 41.6
資本的収入 0 0.0
資本的支出 162 0.0

特別会計

企業会計

（単位：万円、%） ※増減率は平成 29 年度に対する比率

※増減率は平成 29 年度に対する比率（単位：万円、%）

　市職員の任免や給与の実態をお知らせし
ます。詳細は市のホームページと総務課で
閲覧できます。 
問総務課☎ 43-5001

１．人件費（普通会計決算）
区分 住民基本台帳 歳出額 人件費 人件費率

30年度 47,289人 25,807,746
千円

3,763,127
千円 14.6％

29年度 47,771人 27,035,036
千円

3,783,432
千円 14.0％

※人件費には、市長・議員等特別職の給与や報酬などを含みます
※住民基本台帳人口は、各年度の 3 月 31 日現在です

１．職員の採用・退職の状況
【採用】31年４月１日
事務職 保育士
10 人 7 人

【退職】30年４月～31年３月末
定年退職 希望退職 普通退職 懲戒免職 計

11人 3人 3人 0人 17人

５．期末・勤勉手当、退職手当（31年４月１日現在）

期末・勤勉手当支給割合 退職手当支給割合
支給期 期末手当 勤勉手当 区分 自己都合 希望・定年
６月期 1.300月分 0.925月分 勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

12月期 1.300月分 0.925月分 勤続30年 34.7355月分 40.803750月分

合計 2.600月分 1.850月分 最高限度   47.709月分 47.709月分

２．ラスパイレス指数（30年度／４月１日現在）

南あわじ市 類似団体平均 全国市平均
98.0 97.7 99.1

※ラスパイレス指数＝国家公務員の給与水準を 100 とし
　た場合の地方公務員の給与水準を示す指数です
※類似団体平均＝人口規模、産業構造が類似している団体
　のラスパイレス指数を平均したものです

６．一般行政職の級別職員数（31年４月１日現在）

区分 主な役職 職員数 構成比
７級 部長・事務局長 7人 1.5％

６級 副部長・事務局長・課長 32人 7.0％

５級 課長・主幹・副課長・室長 51人 11.2％

４級 係長・主任 169人 37.1％

３級 主査 106人 23.3％

２級 主事 46人 10.1％

１級 事務員 44人 9.7％

計 455人
※構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計

は必ずしも100％とはなりません

2．職員数の状況（各年度の4月1日現在）　　　　　　　　    （単位:人）

区分
一般行政部門 特別行政部門 公営企業など

合計
福祉以外 福祉 教育 消防 病院 水道 下水道 その他

31年度 226 130 77 1 4 12 12 22 484

30年度 221 133 76 1 4 13 13 22 483

４．職員の平均年齢と平均給料月額、平均給与月額（31年４月現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 42歳1カ月 320,100円 375,467円

技能労務職 51歳9カ月 322,300円 354,565円
※平均給与月額＝給料に諸手当を含んだものです

《職員手当の内訳》
　扶養手当、住居手当、通勤手当、単身赴任手当、特殊勤務手当、時間外勤
務手当、宿日直手当、 管理職手当

１．年次休暇の取得状況（30年１月～30年12月）

対象人数 総付与日数 総取得日数 取得率 平均取得日数
405人 15,757日 3,539日 22.5％ 8.7日

２．育児休業、部分育児休業の取得状況（30年度）

区分 新規取得可能者 取得者 取得率

育児休業（女性） 7人  7人 100.0％

育児休業（男性） 4人  0人 0.0％

部分育児休業 － 16人 －
※これらの休業制度は無給です

人事行政運営状況を公表

（２）職員の給与の状況

（３）職員の服務の状況

（１）職員の任免および職員数に関する状況　

３．職員給与費（30年度普通会計決算）

職員数
（Ａ）

給与費 1 人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給料 期末・
勤勉手当 職員手当 計（Ｂ）

433人 1,593,588
千円

630,102
千円

217,168
千円

2,440,858
千円

5,637
千円

※職員数は31年3月3１日現在の普通会計の人数です

３．年齢層別職員の構成比（全職員）

※水道部門は、淡路広域水道企業団への派遣職員です
※Ｈ 31 職員数には、国・県派遣職員を含みます

※対象人数は、全期間在職した者とし、育児休業者や休職者等を除いて
　います

■一般会計決算状況を「月収30万円の家計」に例えると・・・
平成 30 年度の一般会計決算額（歳入 262 億 9,213 万円、歳出 255 億 6,866 万円）を
月収 30 万円の家計に例えると、次のようになります。

平成 30 年度決算状況報告もっと詳しく知りたい人は二次元コードを読み取っていただき、
市ホームページをご覧ください。

来月への繰越金
1万1,800円

人件費・扶助費、公債費が多いと、
一般家庭のエンゲル係数が高いこと
と同じで、家計にあまり余裕がない
ことを意味します。

収入 支出
給与 30万円 食費

（人件費） 5万9,400円

うち基本給
（市税など） 25万3,300円 医療費

（扶助費） 5万9,200円

諸手当
（特別交付税、
  使用料など）

4万6,700円 ローンの返済
（公債費） 6万9,300円

前月からの繰越金
（繰越金） 7,400円 光熱水費や通信費など

（物件費） 6万5,000円

親からの援助
（国・県支出金） 6万5,500円 家・車・電化製品の修理や買換

（維持補修費、普通建設事業費） 4万6,300円

銀行からの借入
（市債） 3万8,500円 交際費・子どもへの仕送り

（補助費等、繰出金など） 10万8,300円

貯金の取り崩し
（基金繰入金） 2万2,800円 貯金

（積立金） 1万4,900円

計 43万4,200円 計 42万2,400円

１カ月の家計簿を見たところ、30 万円の給
与に対して、出費が約 43 万円となっていま
す。前月からの繰越金があったものの、給
与に対する約 13 万円の不足は、親からの援
助や銀行からの借入、貯金の取り崩しでま
かなっています。

　市の会計は「一般会計」と、特
定の事業を一般会計から独立した
予算で行うために設置される「特
別会計」があります。
　その他、独立採算により特定の
事業行うことを目的に設置される

「企業会計」があります。

★平成 30 年度より新設

※国民宿舎事業会計は平成 29 年度をもって廃止となりました
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令
和
２
年
４
月
開
校
の
「
志

知
小
学
校
」
の
校
歌
歌
詞
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
12
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、

次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し

ま
し
た
。

▽
最
優
秀
賞　
竜
門
美
和（
市
）

▽
優
秀
賞　
工
藤
和
久
（
青
森

県
）、
木
田
留
美
（
洲
本
市
）

校
歌
（
曲
）
の
募
集

　
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
歌
詞

に
対
し
て
、曲
を
公
募
し
ま
す
。

児
童
に
と
っ
て
親
し
み
や
す

く
、
学
校
に
通
う
こ
と
が
楽
し

く
な
る
よ
う
な
明
る
い
イ
メ
ー

ジ
の
校
歌
（
曲
）
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
者　
市
内
在
住
ま
た
は

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

▽
応
募
方
法　
Ａ
４
程
度
の
紙

校歌（歌詞）が決定
「志知小学校」校歌（曲）を募集

問学校教育課☎ 43-5231

募集

に
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
❶
音

符
に
対
応
し
た
歌
詞
（
ひ
ら

が
な
）
を
記
載
し
た
伴
奏
付

の
楽
譜
と
❷
曲
を
録
音
し

た
Ｃ
Ｄ
ー
Ｒ
等
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
を
Ｏ
Ｓ
と
し
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
再
生
可
能
な

音
源
。
歌
は
含
ま
な
い
）
を

同
封
し
、
学
校
教
育
課
へ
郵

送
（
❶
は
必
須
、❷
は
任
意
）

▽
応
募
期
間　
11
月
15
日（
金
）

ま
で
（
必
着
）

※
校
歌
歌
詞
や
応
募
作
品
の
取

り
扱
い
な
ど
、
詳
し
く
は
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く

だ
さ
い

　
大
正
か
ら
天
皇
陛
下
へ
の
献
上
を
続

け
て
い
る
丸
山
の
鯛
を
中
心
に
、
南
あ

わ
じ
市
の
鯛
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
12
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午
ご
ろ

内
容
　
大
正
時
代
の
献
上
鯛
（
干
物
）

作
成
作
業
の
復
刻
、
南
あ
わ
じ
市
で

捕
れ
た
鯛
料
理
の
振
る
舞
い
な
ど

場
所　
魚
彩
館
周
辺

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

　
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
人
が
、

サ
ザ
エ
・
ア
ワ
ビ
等
を
採
捕
す
る
密
漁

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

採
捕
場
所
の
漁
業
権
を
持
た
な
い

人
（
漁
師
以
外
）
が
、
サ
ザ
エ
・
ア
ワ

ビ
等
を
採
捕
す
る
行
為
は
、
漁
業
法
違

反
（
漁
業
権
侵
害
）

等
と
な
り
、
20
万

円
以
下
の
罰
金
等

の
対
象
に
な
り
ま

す
。

南あわじ市献上鯛まつり 採ってはダメ！
その行為は密漁です！

お知
らせ

お知
らせ

問水産振興課☎43-5243

大正時代に白衣白袴の調理人ら
が献上鯛（干物）を作る様子

問水産振興課☎43-5243

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
若
者
の
市

内
へ
の
定
住
お
よ
び
民
間
賃
貸

住
宅
の
活
用
を
図
る
た
め
、
新

婚
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

補
助
額　
月
額
上
限
1
万
円

交
付
要
件　
❶
婚
姻
届
出
日
よ

り
4
年
以
内
の
申
請
❷
夫
婦

の
満
年
齢
の
合
計
が
80
歳
未

満
❸
婚
姻
届
出
日
の
前
1
年

以
内
、
後
4
年
以
内
に
市
内

の
民
間
賃
貸
住
宅
と
契
約
し

て
い
る
❹
市
税
・
家
賃
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
❺
前
年

の
合
計
年
間
総
収
入
金
額
が

６
０
０
万
円
以
下
ま
た
は
総

所
得
金
額
が
４
２
６
万
円
以

下　
※
詳
し
い
要
件
等
に
つ
い
て
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

交
付
期
間　
最
大
36
カ
月
間

新婚世帯への
家賃補助制度
問ふるさと創生課☎43-5205

お知
らせ

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

11 月 24 日（日）開催
近畿高校駅伝大会に伴う交通規制について

問同実行委員会事務局（体育青少年課内）☎43-5246／体育青少年課☎43-5234

お知
らせ

　11月 24日（日）に近畿高校駅伝大会が開催されます。大会
当日は、駅伝コースおよび周辺道路で交通規制が実施されます（下
図参照）。ご迷惑をおかけしますが、選手が安全に走行できるよう、
ご理解、ご協力をお願いします。
※規制開始・解除時間は概ねの時間です
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シ
ニ
ア
世
代
が
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
能
力
や
経
験
を
生

か
し
、
人
手
不
足
で
悩
む
施
設

な
ど
で
活
動
し
、
そ
の
謝
礼
と

し
て
付
与
さ
れ
る
お
も
い
や
り

ポ
イ
ン
ト
。
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン

ト
は
市
内
の
商
店
で
使
え
る
商

品
券
等
に
交
換
で
き
ま
す
。

　
活
動
に
か
か
る
会
員
登
録
説

明
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市

民
協
働
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
の
超
長
寿

社
会
を
迎
え
る
中
、南
あ
わ
じ
市
で
は
、

シ
ニ
ア
世
代
が
こ
れ
ま
で
培
っ
た
能
力

や
経
験
を
生
か
し
て
社
会
を
支
え
る
側

と
し
て
活
躍
す
る「
人
生
二
毛
作
社
会
」

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
世
代
が
活
躍
す
る
企
業
の
事

例
を
参
考
に
、
南
あ
わ
じ
市
で
ど
の
よ

う
に
人
生
二
毛
作
社
会
を
実
現
で
き
る

か
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　
10
月
８
日
（
火
）　

午
後
２
時

～
４
時（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
～
）

場
所　
中
央
公
民
館
２
階
大
ホ
ー
ル

内
容　

【
第
１
部
（
基
調
講
演
）】

▽
講
演
❶　
「
高
齢
者
の
特
性
に
合
わ

せ
た
働
き
方
の
実
践
」

　

講
師
＝
前
西
佳
信
氏
（
エ
バ
オ
ン
㈱

顧
問
）

▽
講
演
❷
「
高
齢
者
雇
用
創
出
の
現
状

と
雇
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
」

　
講
師
＝
井
口
順
二
氏（
㈱
マ
イ
ス
タ
ー

60
取
締
役
）

【
第
２
部（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）】

▽
パ
ネ
リ
ス
ト

　
前
西
佳
信
氏
、
谷
口
慎
吾
氏
（
エ
バ

オ
ン
㈱
人
材
開
発
部
参
事
）、
井
口
順

二
氏
、
守
本
憲
弘
（
南
あ
わ
じ
市
長
）

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

　
原
正
紀
氏
（
㈱
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・

ラ
イ
フ
代
表
取
締
役
）

※
入
場
無
料
。
申
込
不
要

お知
らせ

問市民協働課生涯活躍推進室☎ 43-5244

日
時　
10
月
15
日
（
火
）

　
午
後
２
時
～

場
所　
ど
ん
ぐ
り
の
里

対
象　
60
歳
以
上
の
市
民
や
、

60
歳
以
上
の
市
民
が
主
体

と
な
っ
た
団
体

※
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
施
設

見
学
・
体
験
（
入
浴
後
の

身
だ
し
な
み
補
助
な
ど
）
を

同
時
開
催

特設サイト
二次元コード

　

市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
が

終
了
す
る
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
半

年
を
切
り
ま
し
た
。
地
上
波
テ
レ
ビ
放

送
を
続
け
て
視
聴
す
る
た
め
に
、
切
替

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
人
は
至
急
お

手
続
き
く
だ
さ
い
。

eo
サ
ー
ビ
ス
の
訪
問
受
付
を
実
施
中

　
eo
相
談
員
が
ご
自
宅
や
事
務
所
等
へ

訪
問
し
、
eo
契
約
申
込
書
の
受
付
を
し

ま
す
。
訪
問
受
付
を
ご
希
望
の
人
は
、

さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▽
訪
問
時
間　
平
日
の
午
後
５
時
30
分

～
午
後
７
時

　

11
月
５
日
か
ら
住
民
登
録

し
て
い
る
市
町
村
で
、
本
人
か

ら
の
申
出
に
よ
り
、
住
民
票
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
旧
姓

（
旧
氏
）
を
併
記
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

旧
姓
（
旧
氏
）
と
は

　
そ
の
人
の
過
去
の
戸
籍
上
の

氏
の
こ
と
で
す
。
氏
は
そ
の
人

に
か
か
る
戸
籍
、
ま
た
は
除
か

れ
た
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
旧
氏
は一人
に一つ
だ
け
併

記
で
き
ま
す
。

ケーブルテレビの切替
手続きをお急ぎください

旧姓（旧氏）併記が
できるようになります

お知
らせ

お知
らせ

問さんさんネット☎43-2345

問総合窓口センター☎43-5212

南あわじ版「人生二毛作社会」の実現に向けた大会議

お知
らせ

問市民協働課生涯活躍推進室☎ 43-5244

「おもいやりポイント制度」
に参加しませんか

高齢者等元気活躍推進事業

高齢者等元気活躍推進事業シンポジウム

住民票・マイナンバーカード

臨時職員の募集
1業務内容2勤務時間3要件
4募集人数5賃金6申込方法
7申込期間8申込先・問合せ
※保険・選考方法等はお問合せください
※任用形態によって併願できない場合があります

市立保育所・幼稚園の保育士・幼稚園教諭
1 保育業務 2 平日３～５日で午前８時～午後６時のうち３～７時
間 3 保育士資格または幼稚園教諭免許、普通自動車運転免許 4
若干名 5 時給１,100 円 6 履歴書に資格証等の写しを添えて申
込先へ持参または郵送 710 月 16 日（水）まで 8 子育てゆめ
るん課☎ 43-5219

市立保育所延長保育の保育士
1 延長保育 2 平日 5 日で午前 7 時～ 10 時（市・神代保育所
のみ）、午後４時～ 6 時、午後４時～ 7 時（市・神代保育所のみ）
3 保育士資格、普通自動車運転免許 5 時給 1,200 円 4678
上記と同じ

市立保育所の調理員
1 調理業務 2 平日の午前８時 30 分～午後３時 30 分、土曜日
の午前８時～正午 3 調理師免許、普通自動車運転免許 4 １人
5 時給１,000 円 678 上記と同じ

事務補助員（子育てゆめるん課）
1 データ入力作業等の事務補助 2 平日５日の午前９時～午後５
時の７時間（期間：11 月～翌 2 月）3 普通自動車運転免許、
エクセル・ワード等の操作が可能な人 4 １人 5 時給 900 円
678 上記と同じ

　兵庫県の最低賃金が 10月 1日から時間額 899円（改
正前 871円）に改正されます。
　最低賃金はパートタイマー、アルバイト等すべての労
働者に適用されます。詳しくは、兵庫労働局労働基準部
賃金室または淡路労働基準監督署（☎ 22-2591）にお問
合せください。
問兵庫労働局労働基準部賃金室☎ 078-367-9154

兵庫県最低賃金が899円に改正されます

　
現
在
、空
き
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
建
物
の
一
部
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
活
用
方
法
を
定
め
ま
す
の

で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
物
件

▽
場
所　
市
役
所
第
２
別
館
１
階

▽
面
積　
64
・
09
㎡

意
見
募
集
の
対
象
者　
市
内
在

住
の
個
人
ま
た
は
市
内
に

本
店
・
支
店
を
有
す
る
法
人

受
付
期
間　
10
月
1
日
（
火
）

～
31
日（
木
）ま
で
の
平
日
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時

意
見
書
の
提
出
先　

財
務
課

（
市
役
所
本
館
３
階
）

市役所内の空きスペース
活用に関する意見を募集

問財務課☎ 43-5210

▲建物の外観

募集

結
果
の
公
表
　
意
見
募
集
の
結

果
（
概
要
）
を
12
月
以
降
に

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
ま
す
。

※
建
物
の
使
用
条
件
、
募
集
方

法
の
詳
細
な

ど
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載

手
続
き
に
必
要
な
書
類

　
❶
旧
姓
（
旧
氏
）
が
記
載
さ

れ
て
い
る
戸
籍
謄
本
か
ら
現

在
の
氏
が
記
載
さ
れ
て
い
る

戸
籍
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て

の
戸
籍
謄
本
❷
印
鑑
❸
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
お
持
ち

の
人
）
ま

た
は
通
知

カ
ー
ド
❹

本
人
確
認

書
類
（
免

許
証
等
）

アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

温かくなる春・夏はしろ
あり・羽アリの活動が活
発になり、最も被害が発
生しやすくなる時期です。
早めに点検を行い被害を
予防しましょう。☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり被害・拡大中!!

調査・
見積無料！

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒 656-0122　南あわじ市広田広田 1064 番地（旧緑庁舎 1 階）

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい

入会説明会のご案内
日時　10 月 9 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）２階

出張入会説明会のご案内
日時　10 月 23 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　中央公民館　2 階　視聴覚室

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?
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年
金
事
務
所
で
の
年
金
相
談

【
予
約
制
】

　
予
約
す
る
と
待
ち
時
間
も
ほ
と
ん

ど
な
く
、事
前
に
内
容
を
電
話
で
お

聞
き
す
る
の
で
、ス
ム
ー
ズ
に
相
談
が

で
き
ま
す
。明
石
年
金
事
務
所
の「
予

約
相
談
」は
、電
話
に
よ
り
１
カ
月
前

か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

▽
予
約
受
付
専
用
電
話

　
☎
０
５
７
０
・
05
・
４
８
９
０

▽
受
付
時
間　
平
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

明
石
年
金
事
務
所
に
よ
る
出
張
年
金

相
談【
完
全
予
約
制
】

　

毎
月
の
第
４
木
曜
日（
10
月
の
み

第
３
金
曜
日
）に
、洲
本
市
文
化
体
育

館
で
明
石
年
金
事
務
所
職
員
に
よ
る

出
張
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。予
約

受
付
開
始
日
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、明

石
年
金
事
務
所
へ
直
接
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
予
約
先　

　
明
石
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
予
約
を
終

了
し
ま
す

相
談
時
の
注
意
点

　

年
金
事
務
所
で
の
相
談
、出
張
年

金
相
談
の
予
約
申
込
時
に
は
、基
礎

年
金
番
号
、お
名
前
、連
絡
先
な
ど
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。な
お
、予
約
し
た

年金に関する相談・お問合せ先
問ねんきんダイヤル☎0570-05-1165

お知
らせ

※各月初日の在籍入所児童の属する世帯の階層区分 ２号認定・３号認定の保育料（月額）

階層区分 定　　義
３歳未満児 ３歳児以上

標準時間認定 短時間認定 標準時間認定 短時間認定

第１階層 生活保護法による被保護世帯
（単給世帯を含む）等 ０円 ０円 【市民税所得割額】

57,700 円未満の世帯
（ひとり親世帯等は

77,101 円未満の世帯）
保育料・給食費無料

第２階層 市民税非課税世帯 0円 0円
第３階層

市民税 
所得割額

48,600 円未満 19,500円 17,500円

第４階層 48,600 円以上
97,000 円未満 28,000円 26,000円

【市民税所得割額】
57,700 円以上の世帯
（ひとり親世帯等は

77,101 円以上の世帯）
保育料無料

※給食費は別途必要

第５階層 97,000 円以上
169,000 円未満 37,000円 35,000円

第６階層 169,000 円以上
301,000 円未満 41,500円 39,500円

第７階層 301,000 円以上
397,000 円未満 45,000円 43,000円

第８階層 397,000 円以上 48,000円 46,000円

認定区分 対　象 利用先

１号認定 満３歳以上で教育を希
望する場合 

・幼稚園
・認定こども園

２号認定
満３歳以上で入所要件
に該当し、保育所等で
の保育を希望する場合

・保育所
・認定こども園

３号認定
満３歳未満で入所要件
に該当し、保育所等で
の保育を希望する場合

・保育所
・認定こども園
・地域型保育所

保　育　所 幼　稚　園 認定こども園
■保育時間　月～金曜日
▽短時間認定
　　午前８時～午後４時
▽標準時間認定
　　午前８時～午後６時
▽土曜日
　　午前８時～正午
※土曜日は八木保育所および賀集
　保育所に集約保育
■延長時間※別途料金必要
▽場所：神代保育所
▽時間：午前７時～午後７時
問各保育所 ( 園 ) または
　子育てゆめるん課☎ 43-5219

■教育時間
　　午前８時 30 分～午後 1 時 30 分
■預かり保育（有料）
　　午後１時 30 分～４時
※保育の必要性の認定を受けた場合
　は無料
■休 園 日　小学校に準ずる
■対象幼児　市内在住の３～５歳児
■保 育 料　無料
※別途給食費等を徴収
問各幼稚園または
　子育てゆめるん課☎ 43-5219
※私立幼稚園の保育時間は、直接園
　へお問合せください

■保育時間・休園日・保育料
▽１号認定は幼稚園に準ずる
▽２号・３号認定は保育所に準ずる
▽土曜日：午前８時～正午
※市こども園（予定）の土曜日は八木
　保育所または賀集保育所での預かり
　となります
■延長時間※別途料金必要
▽場所：市こども園
▽時間：午前７時～午後７時
問各認定こども園または
　子育てゆめるん課☎ 43-5219
※私立・公私連携認定こども園の保
　育時間は、直接園へお問合せくだ
　さい

※２号、３号認定について、保護者の就業時間等 
　により短時間認定と標準時間認定に分けられます

※延長保育有

※延長保育有

※一時保育有

※市立保育所・市こども園（予定）の土曜日保育は、八木保育所および賀集保育所で集約します
※地域型保育所の保育時間については各施設で異なりますので、直接お問合せください

※多子世帯および母子・父子家庭や在宅障害児 ( 者 ) のいる世帯などは、保育料の軽減があります（所得制限あり）
※１号認定は教育部分の保育料は無料。午後の預かり保育、給食費等は有料（給食費は所得により免除の場合あり）

　ご希望の施設にお子様を連れて手続きをしてく
ださい。申込書は施設に備え付けています。
　定員を超える場合は、審査により第２・第３希
望の施設への入所、または入所できないことがあ
ります。入所できなかった場合は、申込を１年間
有効とし、空きが生じた場合の審査対象とします。
※市外保育所・こども園を希望する場合は子育て
　ゆめるん課までご連絡ください
※産休・育休の人で令和２年度途中に職場復帰す
る人も今回の期間に入所希望を受付します。私
立施設については直接お問合せください

期間　10月 21日（月）～ 28日（月）
　※日曜・祝日を除く。幼稚園の受付は土曜・
　　日曜・祝日を除く
時間　午前９時～午後５時（26日は正午まで）

　保育の必要性の有無および児
童の年齢に応じて、３つの認定
区分が設けられ、以下の利用先
に申し込むことができます。

◆利用先別の保育時間等について

◆　  　令和元年度月額保育料 　※令和２年度は変更になる場合があります【参考】

❶保育所（園）  
　【市立】  9ヵ所

保育所・園名 定員
 倭文保育園
　 ☎46-0654 60
 広田保育園
　 ☎45-0040 150

 榎列保育所
　 ☎42-2392 120

 八木保育所
　 ☎42-0559 120

 神代保育所
　 ☎42-1252 
 ※延長保育有

120

 志知保育所
　 ☎42-3101 45

 賀集保育所
　 ☎54-0458 120

 北阿万保育所
　 ☎55-0075 90

 阿万保育所
　 ☎55-0133 90

❷地域型保育所
　【私立】３ヵ所

保育所名 定員
 ぬしま保育園  　
　 ☎57-0021 12 

 すくすく保育園　
　 ☎43-2139

19
（地域枠5）

 翁寿園保育所　　
　 ☎42-6006

7
（地域枠2）

❹認定こども園
　【市立・私立】 5ヵ所

園　名 定員
 伊加利こども園 　　　
（市立）☎39-0026 40 

 市こども園(予定)　　　
（市立）☎42-0215
 ※延長保育・一時保育有

175
（予定）

 幼保連携型
 認定こども園松帆北 
（私立）☎36-2410

40

 幼保連携型
 認定こども園松帆南 
（私立）☎36-2344

110

公私連携幼保連携型認定
こども園福良こども園　
　☎52-0252　
 ※一時保育有

130

❸幼稚園
　【市立・私立】４ヵ所

園　名 定員
 湊幼稚園
　 ☎36-2835 45

 津井幼稚園 
　 ☎38-0352 45

 志知幼稚園
　 ☎36-3340 45

 さゆり幼稚園（私立）
　 ☎52-0778 15

令和２年度の入所園児の募集　
申込方法

申込書配布・受付期間
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お知らせ

年
金
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、年
金

手
帳（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
）、年

金
証
書
、振
込
通
知
書
な
ど
の
他
、相

談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
も
の
を
ご
持
参
の
う
え
、予
約
時

間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
人
が
ご
相
談
に
来
ら
れ
る

際
は
委
任
状
が
必
要
で
す

※
ご
都
合
に
よ
り
お
越
し
に
な
れ
な

い
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い

※
相
談
内
容
に
よ
り
多
少
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

　
10
月
よ
り
「
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
時
点
で
老
齢
・
障
害
・

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

で
、年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受

け
取
れ
る
人
に
は
、９
月
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
手
続
き
の
ご
案
内
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、お
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
２
日
以
降
に
老
齢
・
障
害
・

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
を
始
め
た
人

で
、年
金
の
裁
定
請
求
手
続
き
を
行

う
際
に
、あ
わ
せ
て
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
の
認
定
請
求
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
な
い
人
は
請
求
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
・
05
・
４
０
９
２

　
定
期
券
を
購
入
し
高
速
バ
ス
等
を

利
用
す
る
通
勤
・
通
学
者
へ
交
通
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

島
外
通
勤
・
通
学
者　
【
区
間
】
最

寄
り
の
高
速
バ
ス
乗
り
場
か
ら

「
高
速
舞
子
」
ま
た
は
「
小
鳴
門

橋
」
ま
で
。「
岩
屋
港
」
か
ら
「
明

石
港
」
ま
で
。【
助
成
率
】
通
勤

者
は
20
％
（
通
勤
手
当
を
差
引

く
）、
通
学
者
は
30
％

島
内
通
学
者　
【
区
間
】
最
寄
り
の

高
速
バ
ス
乗
り
場
か
ら
「
津
名
一

宮
IC
」
ま
た
は
「
北
淡
IC
」
ま
で
。

【
助
成
率
】
20
％

申
請
期
限　
定
期
券
購
入
後
1
カ
月

以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
定

期
券
の
有
効
期
間
が
４
月
の
年

度
を
ま
た
ぐ
時
は
、
購
入
後
1
カ

月
以
内
の
申
請
で
あ
っ
て
も
申

請
日
に
よ
っ
て
助
成
額
が
変
わ

り
ま
す

※
申
請
方
法
等
、

詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

通勤・通学者の人へ、高速バス等の交通費を
一部助成します

お知
らせ 問ふるさと創生課☎43-5205市・県民税

【３  期 】

国民健康保険税
【4  期 】

納期限
10月31日(木)
納期内に忘れず
納付しましょう

問税務課☎43-5213

今月の納税

陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料



情報瓦ばん

2019.10.1発行

（

 

24
・
１
２
０
８
）
で
申
込
み

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

問
鮎
屋
川
地
域
の
元
気
づ
く
り
実

行
委
員
会
☎
22
・
７
２
６
８

み
か
ん
の
木
オ
ー
ナ
ー
募
集

　
旬
の
新
鮮
な
み
か
ん
を
現
地
で

満
喫
！
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
家
族
で

収
穫
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
？

▽
み
か
ん
園
地
　
❶
倭
文
＝
松
井

農
園
・
北
谷
敏
枝
農
園
・
大

上
農
園
・
北
谷
清
美
農
園
❷

湊
＝
垣
農
園
・
豊
田
農
園

▽
オ
ー
ナ
ー
料
　
一
本
あ
た
り

３
０
０
０
円
～
１
万
２
０
０
０
円

▽
募
集
締
切
　
10
月
11
日
（
金
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
同
協
会
事
務
局
☎
24
・
１
５
３
３

公
共
職
業
訓
練

パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講
者
募
集

　
パ
ソ
コ
ン
知
識
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書

な
ど
を
習
得
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
10
月
21
日
（
月
）

～
11
月
19
日
（
火
）

▽
訓
練
期
間
　
12
月
10
日
（
火
）

～
翌
年
３
月
９
日
（
月
）

▽
場
所
　
Ａ
Ｐ
Ｃ
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

▽
定
員
　
６
人

▽
費
用
　
無
料
（
別
途
教
材
費
等

が
必
要
）

※
応
募
に
は
一
定
の
要
件
が
必
要
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本

　
☎
22
・
０
６
２
０

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

相
談
希
望
者
の
募
集

▽
日
時
　
12
月
３
日
（
火
）
❶
午

前
10
時
～
❷
午
前
11
時
～
❸

正
午
～

▽
場
所
　
ゆ
め
る
ん
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
仕
事
や
起
業
、
資
格
取

得
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
希
望
す

る
女
性
の
た
め
の
無
料
個
別
相

談
（
一
時
保
育
あ
り
）。

▽
相
談
員
　
飯い
い
ば
ち鉢
仁ひ
と
み弥
氏
（
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▽
申
込
締
切
　
11
月
26
日
（
火
）

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等
の

受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
10
日
（
木
）
の
午
後

６
時
と
午
後
７
時
か
ら
、24
日（
木
）

の
午
後
６
時
と
午
後
７
時
か
ら

▽
講
習
時
間
　
約
１
時
間

▽
対
象
者
　
16
歳
以
上

▽
内
容
　
模
型
実
験
、
た
め
池
に

関
す
る
資
料
配
布
な
ど

問
洲
本
土
地
改
良
事
務
所

　
☎
26
・
２
１
１
８

第
３
回
淡
路
島
く
に
う
み
講
座

▽
日
時
　
10
月
19
日
（
土
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

▽
場
所
　
淡
路
夢
舞
台
国
際
会
議
場

▽
演
題
　
天
気
予
報
の
見
方
と
自

然
災
害
へ
の
備
え

▽
講
師
　
蓬ほ
う
ら
い莱
大
介
氏
（
気
象
予

報
士
・
防
災
士
）

▽
定
員
　
３
０
０
人

▽
申
込
締
切
　
10
月
17
日
（
木
）

※
受
講
料
無
料

問
（
一
財
）
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　
☎
24
・
２
０
０
１

３
海
峡
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

　
淡
路
島
を
取
り
巻
く
、
鳴
門
海

峡
、
紀
淡
海
峡
、
明
石
海
峡
の
清

掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
清
掃
終

了
後
、
小
学
生
を
対
象
に
藻
塩
作

り
体
験
を
実
施
し
ま
す
（
先
着
20

人
、
保
護
者
の
付
添
い
が
必
要
）。

▽
日
時
　
10
月
26
日
（
土
）
午
前

10
時
～
正
午（
午
前
９
時
集
合
）

▽
場
所
　
伊
毘
海
岸

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

乗
合
せ
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

▽
主
催
　
３
海
峡
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
大
作
戦
実
行
委
員
会

問
同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
山
口
）

　
☎
０
９
０・
８
７
５
８・
９
７
６
１
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公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層
（
新
婚
世
帯
、
義
務
教

育
終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

等
は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
富
田
住
宅（
神
代
）

　
１
戸
、Ｂ
棟
２
０
４
号
、３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
元
年
度
建

築
。家
賃
月
額
１
万
９
８
０
０

円
～
３
万
９
０
０
０
円（
共
益

費
別
途
）

▽
阿
那
賀
台
団
地（
阿
那
賀
）

　
２
戸
、
Ａ
‐
２
棟
２
０
１
号
・

３
０
２
号
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
単
身

不
可
、
平
成
２
年
度
建
築
。
家

賃
月
額
１
万
８
３
０
０
円
～

３
万
８
０
０
０
円
（
共
益
費
別

途
）、
駐
車
料
金
１
台
に
つ
き

月
額
２
５
０
０
円

◇
受
付
期
間
　
10
月
１
日
（
火
）

～
15
日
（
火
）
ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日
　
10
月
25
日

（
金
）。
市
役
所
本
館
１
階

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

▽
受
講
料
　
５
０
０
円
（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円（
市
内
）

▽
定
員
　
６
人
（
要
予
約
）

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

「
第
16
回
南
あ
わ
じ
子
ど
も
伝

統
芸
能
発
表
会
」出
演
者
募
集

▽
対
象
　
市
内
の
伝
統
文
化
等
に
取

り
組
む
各
小
中
学
校
、
伝
統
文

化
保
存
団
体
等
の
子
ど
も
た
ち

▽
募
集
期
間
　
10
月
１
日
（
火
）

～
18
日
（
金
）

▽
開
催
日
時
　
令
和
２
年
２
月
８

日
（
土
）
午
後
０
時
30
分
～
４

時
30
分
（
予
定
）

▽
開
催
場
所
　
中
央
公
民
館

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

令
和
２
年
度

「
児
童
福
祉
週
間
」標
語
の
募
集

　
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
は
「
児
童
福
祉

週
間
」
で
す
。
国
で
は
、
そ
の
象

徴
と
な
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
内
容
　
子
ど
も
た
ち
を
応

援
す
る
標
語
や
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
の
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

な
る
標
語

▽
募
集
締
切
　
10
月
20
日
（
日
）

※
詳
し
く
は
、（
公
財
）
児
童
育

成
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
同
協
会

　
☎
03
・
３
４
９
８
・
４
５
９
２

ハ
ッ
ピ
ー
応
援
団
お
た
す
け
隊

「
出
会
い
塾
」参
加
者
募
集

　
忙
し
い
ご
本
人
に
代
わ
り
、
親

御
さ
ん
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
応
援
団
お
た
す
け
隊
の

相
談
員
が
、
結
婚
機
運
を
高
め
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
27
日
（
日
）
の
午

後
１
時
～
５
時
、
28
日
（
月
）

の
午
後
６
時
～
８
時

▽
場
所
　
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ツ
南

淡
路
　
喫
茶
ラ
ウ
ン
ジ

▽
対
象
者
　
独
身
の
人
の
親

▽
参
加
費
　
１
０
０
０
円

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

問
同
応
援
団
お
た
す
け
隊（
出
田
）

　
☎
０
９
０
・
１
１
５
７・
２
９
９
１

ふ
る
さ
と
再
発
見
と
き
め
き

ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
の
募
集（
無
料
）

　
鮎
屋
川
ダ
ム
周
辺
約
５
・
６
km

を
ウ
ォ
ー
ク
し
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
２
日
（
土
）

　
午
前
８
時
45
分
～
正
午

▽
集
合
場
所
　
鮎
屋
の
滝

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

乗
合
せ
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

▽
定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限
　
10
月
25
日
（
金
）

▽
申
込
方
法
　
参
加
者
全
員
の
氏

名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
同
実
行
委

員
会
に
メ
ー
ル
（aiyagaw

a@
sum

oto.gr.jp

）ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
の

受
講
者
募
集（
無
料
）

　
自
己
理
解
を
深
め
、
就
職
活
動

の
進
め
方
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
11
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
11
時

▽
場
所
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本

▽
対
象
者
　
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
を
め
ざ
す
人

▽
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
来
所

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本

　
☎
22
・
０
６
２
０

美
菜
恋
来
屋
出
荷
者
の
募
集

　
美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
生

鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
淡
路
島
内
外
の
人
に
自

慢
の
出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ

じ
市
（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
美
菜
恋

来
屋
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
電

話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
第
７
回
淡
路
花
祭
フ
ォ
ト

　
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
の
展
示

▽
期
間
　
11
月
６
日
（
水
）
ま
で

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

県
実
施
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済（
建

物
共
済
）の
出
前
受
付

　
年
間
最
大
６
５
０
０
円
の
掛
金

で
、
す
べ
て
の
自
然
災
害
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
７
日
（
月
）

　
午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

▽
そ
の
他
　
申
込
み
に
は
、
銀
行
の

届
出
印
お
よ
び
口
座
番
号
が
必
要

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

農
業
共
済
収
入
保
険
の
申
込

　
令
和
２
年
分
の
加
入
申
込
を
受

付
し
て
い
ま
す
。
申
込
期
限
は
、
新

規
加
入
は
12
月
末
、
継
続
加
入
は

11
月
末
で
す
。
加
入
を
検
討
中
の

人
は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
　
青
色
申
告
者

▽
補
償
対
象
　
自
ら
生
産
し
た
農

産
物
の
販
売
収
入
全
体

問
農
林
振
興
課
農
業
共
済
係

　
☎
42
・
６
２
１
０

南
あ
わ
じ
市
消
費
者
協
会

公
開
講
座（
無
料
）

▽
日
時
　
10
月
７
日
（
月
）

　
午
前
10
時
～

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
演
題
　
人
生
１
０
０
年
時
代
に

む
け
て

▽
講
師
　
三さ
ん

田だ

雅 

一 

氏
（
薬
局
サ

ン
ダ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
代
表
）

問
市
消
費
者
協
会
事
務
局
（
市
民

協
働
課
内
）
☎
43
・
５
２
４
４

行
政
相
談
週
間

10
月
７
日（
月
）～
13
日（
日
）

　「
行
政
相
談
制
度
」
は
、
国
の

行
政
機
関
な
ど
の
業
務
に
関
す
る

苦
情
や
意
見
、
要
望
を
お
聴
き
し

て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
こ
う
し
た
皆
さ
ま
か
ら
の

声
を
行
政
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
行
政
相
談
所
を
奇
数

月
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◆
街
頭
啓
発
活
動

▽
日
時
　
10
月
10
日
（
木
）

　
午
後
３
時
～

▽
場
所
　
マ
ル
ナ
カ
南
あ
わ
じ
店

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

令
和
元
年
度
淡
路
歯
科
保
健

協
会
研
修
会（
無
料
）

▽
日
時
　
11
月
17
日
（
日
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

▽
場
所
　
広
田
地
区
公
民
館

▽
演
題
　
お
い
し
く
食
べ
て
、
心

も
体
も
健
康
に
　
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
を
ご
存
じ
で
す
か
　

▽
講
師
　
西
原 

一 

雅
氏
（
県
歯
科

医
師
会
地
域
保
健
委
員
会
委
員
）

▽
申
込
期
限
　
10
月
25
日
（
金
）

▽
申
込
・
問
合
せ
先

　
健
康
課
☎
43
・
５
２
１
８

た
め
池
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　「
美
し
い
“
た
め
池
”
を
地
域
で

守
っ
て
み
ん
な
の
資
産
に
！
」

◆
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
日
時
　
10
月
４
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所
　
パ
ル
テ
ィ

17

お
知
ら
せ

募
　
集
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消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

消
費
税
率
引
上
げ
、
は
て
な
と
思
っ

た
ら
！

●
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
便
乗
し
た

「
還
付
金
詐
欺
」
や
「
ポ
イ
ン
ト
還

元
」「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を

装
っ
た
詐
欺
な
ど
も
想
定
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

消
費
税
価
格
転
嫁
等
の

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
内
閣
府
設
置
）

日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
10
月
は
土
曜
日
も
受
付
）

相
談
内
容
　
転
嫁
、
便
乗
値
上
げ
等

☎
０
１
２
０・２
０
０・０
４
０

　（
固
定
電
話
／
通
話
料
無
料
）

☎
０
５
７
０・２
０
０・１
２
３

　（
通
話
料
有
料
）

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓
口

日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
０
９
９

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
料
理
講
座
（
要
予
約
）

▽
内
容
　
五
感
を
高
め
る
味
わ
い

メ
ニュ
ー
を
食
し
、パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

▽
日
時
　
10
月
23
日
（
水
）

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
材
料
費
　
６
０
０
円

❷
寄
せ
植
え
講
座
（
要
予
約
）

▽
内
容
　
季
節
の
花
を
彩
り
良
く

ミ
ニ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

▽
日
時
　
10
月
27
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
11
時

▽
材
料
費
　
１
０
０
０
円

▽
持
参
品
　
土
を
入
れ
た
鉢
（
直

径
20
センチ
）、
ス
コ
ッ
プ
、
手
袋
、

新
聞
紙
１
日
分

❶
❷
共
通

▽
申
込
締
切
　
10
月
10
日（
木
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

マ
ツ
と
キ
ノ
コ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
慶
野
松
原
根
上
が
り
隊
と
森
の

博
士
（
樹
木
医
）
と
一
緒
に
、
秋

の
慶
野
松
原
を
散
策
し
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
２
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▽
場
所
　
慶
野
松
原
（
集
合
は
慶

野
松
原
海
水
浴
場
駐
車
場
）

▽
定
員
　
30
人
程
度（
先
着
順
）

▽
参
加
費
　
２
０
０
円

▽
申
込
方
法
　
社
会
教
育
課
に
電

話
、メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
申

込
み

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

暴
力
追
放
・
安
全
安
心
ま
ち

づ
く
り
市
民
大
会

▽
日
時
　
10
月
12
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所
　
市
役
所
第
２
別
館
３
階

▽
内
容
　
防
犯
功
労
者
表
彰
、
市
民

の
警
察
官
表
彰
、活
動
事
例
発
表
、

講
演
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
青
年
研

究
会
に
よ
る
「
戎
舞
」
な
ど

問
南
あ
わ
じ
防
犯
協
会

　
☎
42
・
０
７
５
１

淡
路
島
民
俗
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
無
料
）

　
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
・
だ
ん
じ
り

唄
・
踊
り
な
ど
、
11
団
体
が
出
演
。

▽
日
時
　
10
月
27
日
（
日
）

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

問
淡
路
文
化
会
館

　
☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

あ
わ
じ
認
知
症
ケ
ア
市
民
公
開

講
座
（
無
料
、
申
込
不
要
）

▽
日
時
　
11
月
２
日
（
土
）

　
午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所
　
県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
❶
作
業
療
法
士
に
よ
る

明
日
か
ら
で
き
る
認
知
症
予
防

❷
わ
た
し
と
認
知
症

▽
講
師
　
❶
坂
本
敏
行
氏
、
中
津

裕
太
氏
❷
青
山
慎
介
氏

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
22
・
１
２
０
０

Ｊ
Ｊ
Ｓ
Ｂ
Ａ
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ

ー
大
会

　
シ
リ
ー
ズ
最
終
戦
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
26
日
（
土
）、27
日

（
日
）
の
午
前
９
時
～

▽
場
所
　
慶
野
松
原
海
水
浴
場

問
日
本
ジ
ェッ
ト
ス
キ
ー
協
会

　
☎
０
７
８
・
９
２
９
・
２
０
７
４

里
山
基
地
の
活
動

▽
日
程
　
10
月
13
日
（
日
）

▽
内
容
　
瓦
に
お
絵
か
き
、
天
ぷ

ら
づ
く
り

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡（
武
田
）

　
☎
０
９
０・
７
５
５
３・
９
４
９
２

第
２
回
竹
本
駒
之
助

南
あ
わ
じ
市
公
演

▽
日
時
　
11
月
３
日
（
日
・
祝
）

　
午
後
６
時
30
分
～

▽
場
所
　
淡
路
人
形
座

▽
演
目
　
奥
州
安あ
だ
ち
が
は
ら

達
原
　
袖そ

で

萩は
ぎ

祭さ
い

文も
ん
の
段
ほ
か

▽
入
場
料
　
大
人
２
０
０
０
円（
当

日
３
０
０
０
円
）、高
校
生
以
下

１
０
０
０
円（
当
日
１
５
０
０
円
）

▽
前
売
券
販
売
所
　
淡
路
人
形
浄
瑠

璃
資
料
館
、
淡
路
人
形
座
、
シ
ー
パ

問
同
実
行
委
員
会（
淡
路
人
形
浄
瑠

璃
資
料
館
内
）
☎
42
・
５
１
１
５

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容
　『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』

三
段
目
　
恋
歌
の
意
趣
の
段
、

『
絵
本
太
功
記
』
十
段
目
　
尼

ヶ
崎
の
段
（
武
智
光
秀
・
操
）

※
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟

が
く
る
」主
役
明
智
光
秀
を
展
示

◆
第
36
回
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後
継

者
団
体
発
表
会
写
真
展

▽
期
間
　
10
月
３
日
（
木
）
～
12

月
１
日
（
日
）

◆
土
文
芸　
淡
路
雑
俳
史
奉
額
展

（
淡
路
雅
交
会
）

▽
期
間
　
10
月
30
日
（
水
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　
☎
42
・
５
１
１
５

淡
路
人
形
座（
10
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容
　「
戎
舞
」「
人
形
解
説
」「
伊

達
娘
恋
緋
鹿
子
　
火
の
見
櫓
の
段
」

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

◆
あ
わ
じ
ア
ー
ト
サ
ー
カ
ス
２
０
１
９

 

10
月
６
日
（
日
）
の
定
時
公
演

終
演
後
、
午
前
11
時
40
分
～
と
午
後

３
時
30
分
～
、
４
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
入

場
無
料
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
み
の

観
覧
可
。（
あ
わ
じ
ア
ー
ト
サ
ー
カ

ス
２
０
１
９
の
概
要
は
20
頁
）

◆
大
人
入
場
料
金
変
更
の
お
知
ら
せ

　
10
月
１
日
か
ら
大
人
入
場
料
金
を

現
行
の
１
５
０
０
円
か
ら
１
８
０
０

円
に
変
更
し
ま
す
。
中
高
生
以
下
の

入
場
料
金
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
10
月
の
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

南
あ
わ
じ
見
仏
～
成
相
寺
編
～

　
仏
像
を
拝
観
し
な
が
ら
、
制
作

年
代
や
見
分
け
方
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
４
日
（
月
・
休
）

　
午
後
２
時
～

▽
場
所
　
成
相
寺
（
八
木
馬
回
）

▽
参
加
費
　
３
０
０
円

▽
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
締
切
　
10
月
25
日
（
金
）

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

第
１
８
５
回
神
代
天
体
観
測
会

「
す
ば
る
を
見
よ
う
」

◆
神
代
小
学
校

▽
日
時
　
10
月
27
日
（
日
）

　
午
後
７
時
30
分
～

※
保
護
者
同
伴
。天
候
不
良
時
は

神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０・
３
６
１
６・
３
８
２
４

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
１
２
2
回
講
習
会

▽
日
時
　
10
月
５
日
（
土
）

　
午
後
８
時
～

▽
場
所
　
賀
集
地
区
公
民
館

▽
費
用
　
１
０
０
円

◆
第
85
回・第
86
回
講
座

▽
日
時
　
10
月
10
日（
木
）、24
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
費
用
　
１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　
（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

滝
川
記
念
美
術
館　
玉
青
館

◆
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

　
10
月
～
翌
年
３
月（
予
定
）ま
で
、

２
階
展
示
室
の
改
修
工
事
の
た
め
、

１
階
展
示
室
の
み
と
な
り
ま
す
。

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容
　
職
業
相
談
お
よ
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者
　
生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時
　
10
月
８
日（
火
）、23
日

（
水
）午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

「
縁
結
び
相
談
会
」の
開
催

▽
内
容
　
縁
結
び
に
関
す
る
相
談

（
異
性
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
自
分
磨
き
な
ど
）

▽
日
時
　
10
月
８
日
（
火
）

　
午
後
７
時
～
９
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

▽
対
象
者
　「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
の
会
」

会
員
（
情
報
登
録
書
提
出
の
こ
と
）

※
要
予
約
。「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
の

会
」
へ
の
入
会
は
随
時
受
付
中

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

空
き
家
バ
ン
ク
の
休
日
相
談

▽
内
容
　
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
・
利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時
　
10
月
19
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

※
平
日
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

「
法
の
日
」無
料
相
談
会

▽
日
時
　
10
月
８
日（
火
）午
前
９

時
～
正
午（
予
約
不
要
）

▽
場
所
　
市
役
所
第
２
別
館
３
階

※
他
市
会
場
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
相
談
内
容
　
❶
相
続
、売
買
、贈

与
、多
重
債
務
、成
年
後
見
な
ど

❷
建
物
新
築
、土
地
分
筆
、土
地

境
界
問
題
な
ど
❸
農
地
転
用
、建

設
業
関
係
、産
業
廃
棄
物
な
ど

▽
相
談
担
当
　
❶
司
法
書
士
❷
土

地
家
屋
調
査
士
❸
行
政
書
士

※
相
談
無
料
、秘
密
厳
守

◆
同
時
開
催「
高
齢
者・障
害
者
の

た
め
の
成
年
後
見
相
談
会
」

▽
主
催
　
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー・
リ

ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
淡
路
支
部

（
宮
崎
）☎
20
・
４
６
４
７

無
料
法
律
相
談

（
近
畿
弁
護
士
連
合
会
）

▽
日
時
　
10
月
16
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

▽
定
員
　
先
着
６
人（
1
人
30
分
・

要
予
約
）

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
移
動

相
談
・「
聴
覚
障
害
」の
理
解
セ

ミ
ナ
ー（
無
料
）

▽
日
時
　
11
月
１
日
（
金
）
❶
午

前
10
時
～
正
午
❷
午
後
１
時

30
分
～
４
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

▽
内
容
　
❶
移
動
相
談
❷
セ
ミ
ナ
ー

（
体
験
・
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
、
講
義
）

※
セ
ミ
ナ
ー
は
要
申
込
、
定
員
20
人

問
県
立
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
８・８
０
５・４
１
７
５

　
F
　

０
７
８・８
０
５・４
１
９
２

18

文
化
・
ま
な
び

催
　
し

相
　
談

19

　　

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談（１人20分）
◆日時　８日（火）・24日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）
若者就労相談
◆対象　仕事に就いていない15～39歳ま
　での働く事に悩みをもつ若者とその家族
◆日時　23日（水）
　❶13：00～❷14：00～❸15：00～
◆場所　市役所本館２階相談室
問あかし若者サポートステーション
　☎078-915-0677（予約必要）
住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　23日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　角建設計☎22-7705（予約必要）
母子相談
◆内容　母子・父子家庭、寡

か

婦
ふ

に関する相談
◆日時　 毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5219
家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　 平日の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5239
妊娠・出産・子育て相談
◆日時　 ❶平日の8：30～17：15
　　　　❷平日の9：00～16：00
◆相談　❶健康課☎43-5218
　　　　　子育てゆめるん課☎43-5219
　　　　❷子育て学習・支援センター
　　　　　☎42-7703
教育相談窓口
◆日時　２１日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎１階会議室
問教育相談窓口☎22-4152（予約必要）
農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　25日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

10月の無料相談



情報瓦ばん

2019.10.1発行

　もともとハロウィンは、ヨー
ロッパというちいきでひらか
れていたキリストきょうのお
まつり。なくなった人のたまし
いがもどってくる日だとかん
がえられているんだ。今日は
ハロウィン。イタズラずきのふ
たごは、家じゅうにあるもの
を使って、大へんしん！魔法つ
かいになって、町に飛び出し、
みんなをおどかして…。

亡き母への手紙 ハロウィンゴーゴー！

　豊かに生きるには、モノや
他人への執着を捨て、いまを
生きること。他人を気にせず、
自分の気持ちに従うことー。
堀江貴文が40代後半までの
半生を振り返りながら、堀江
思考の原点とも言える「捨て
る論」を明かす。読み終わった
とき、いまこの瞬間より身軽
になって、新たに動きだそう
と踏み出してもらえたら本望
だ。

「母の日参り」パートナーシップ／編
（ベストセラーズ）

　私たちの毎日の暮らしは、
言葉に支えられている。言葉
は、人を動かし、社会を動か
す。詩を読むことで、悦びや
感動、生きることの大切さや
勇気を与えられる。好きな詩
が見つかったら、うたって、お
どって、たのしんでください。
わくわくするような谷川俊太
郎の詩や、「春が来た」「しゃ
ぼん玉」といった歌の詩など
を多数収録。

全国学校図書館協議会／編
（童話屋）

堀江　貴文／著
（徳間書店）

中垣　ゆたか／著
（イースト・プレス）

21

 「お母さん、ありがとう」「お
母さん、ごめんなさい」亡き
母に向けた手紙は、その行
間に書き手の母に対する感
謝や謝罪、それに怒りに後
悔、はたまた自身の孤独感
といった、ありとあらゆる感
情が入り乱れている。読み終
わった後にどこか晴れ晴れと
し、穏やかな気持ちにもさせ
てくれる手紙。

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

20

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
子
ど
も
会
連

絡
協
議
会
将
棋
大
会
（
８
月
24

日
・
洲
本
総
合
庁
舎
）

高
学
年
の
部
＝
①
池
尻
旺
喜
（
松

帆
小
）
②
角
所
晄
斗
（
榎
列
小
）
③

水
野
瑛
士
（
榎
列
小
）

低
学
年
の
部
＝
①
竹
田
航
（
市
小
）

②
水
野
絢
士
（
榎
列
小
）

淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
子
ど
も
会
連

絡
協
議
会
オ
セ
ロ
大
会
（
８
月

24
日
・
洲
本
総
合
庁
舎
）

低
学
年
の
部
＝
③
角
所
煌
太
（
榎

列
小
）

捨て本

みんなの図書館
今月のおすすめ本
問市立図書館☎53-0234　
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　 ※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで

皆さんに読んでほしい
本を紹介しています

10 月の休館日
７日（月）、15日（火）、21日（月）、
23 日（水）、28 日（月）
31 日（木）　月末整理日

こども詩集
わくわく

第
98
回
南
淡
夏
季
囲
碁
大
会

（
８
月
18
日
・
賀
集
地
区
公
民
館
）

Ａ
級
＝
①
榊
秀
一
③
森
川
勝
次
Ｂ

級
＝
①
溝
口
節
夫
②
平
野
進
③
井

筒
政
夫
Ｃ
級
＝
①
坂
本
秀
夫
③
白

川
利
積

第
15
回
徳
島
県
空
手
道
錬
成

大
会
（
９
月
１
日
・
徳
島
県
う
だ
つ
ア

リ
ー
ナ
）

【
型
】一般
男
子
上
級
の
部

①
有
働
斗
志 

一 （
新
極
真
会
北
東
あ
わ

じ
支
部
・
北
阿
万
）

問
広
報
情
報
課
☎
43
・
５
２
０
６

　
F

 

43
・５
３
０
６
　
　kouhou@

city.m
inam

iaw
aji.hyogo.jp

　　　 163シリ
ーズ

『
九ぐ

蔵ぞ

う

遺
跡
５
』

　九蔵遺跡は阿万東町にある縄文～室町時代の
遺跡です。平成17年度の調査では、幅約２ｍの溝
から、平安時代の終わり頃から鎌倉時代の初め頃
の土器が多量に出土しました。土器には素焼きの
土
は じ き
師器の皿や小皿、瓦

が き
器という瓦のように燻

いぶ
し焼

でつくられた埦
わん
、香川県の十

と が め
瓶山

やま
窯
よう
で焼かれた

須
す え き
恵器の甕

かめ
などが含まれます。この近辺から大型

の掘
ほったて
立柱

ばしら
建物もみつかっ

ており、当時荘
しょうえん
園であった

阿万の中心的な場所であ
ったと推定されます。
（写真）多量の土器が出土した溝

　南あわじ市で知られざる観光スポットや暮らしの風景等を取
材し、『知る・訪ねる・住む』に繋がるように、
南あわじ市地域おこし協力隊のフェイスブック
で魅力を発信しています。右の二次元コードを
読み取り、ぜひ一度ご覧ください。

南あわじ市の魅力を発信しています
（ふるさと創生課 南あわじ市地域おこし協力隊 金本）

今月の地域
おこし協力隊

美しいまちづくりのため積極的なご参加を！
問環境課☎ 43-5214

全島一斉清掃の日

11月10日（日）

ＡＳＡまるごと体験バスツアー
日程　11 月 16 日（土）
行き先　福寿醤油㈱（徳島県鳴門市）、讃

さん
州
しゅう

井
筒屋敷（香川県東かがわ市）、淡路ファーム
パーク・イングランドの丘等

対象者　市内在住の人
定員　15 人（申込多数の場合は抽選）
参加費　大人 2,000 円、小学生以下 1,000 円
※飲食代金は個人負担
申込方法　申込書に必要事項を記入の上、
　商工観光課へ提出
申込締切　10 月 23 日（水）

問商工観光課☎ 43-5221

さんさんネット
10月番組の見どころ

さ ん さ ん ニュー ス

撮 っ て お き ☆
10月 ８日（火）

・南あわじ市「食」まつり・畜産共進会

10月16日（水）

・ゆめるんうんどうかい

10月21日（月）～10月27日（日）

・ごはんですよ 認定こども園松帆南①

10月28日（月）～11月 ３日（日）

・ごはんですよ 認定こども園松帆南②

10月 ７日（月）～13日（日）
・南淡路農業大学講座（開講式）
　基調講演「農産物を取り巻く環境の変化と
　事業計画のススメ」
10月21日（月）～27日（日）

・さんさんキッズ上半期総集編（４～９月生）

月曜日～金曜日　7：30 更新
■放送　7：30 ～、12：30 ～、16：30 ～、　
　　　　19：30 ～、22：30 ～

毎週月曜日　8：00 更新
■放送　8：00 ～、１3：00 ～、20：00 ～

　一定面積以上の土地
取引を行う場合は事前
に「公有地の拡大の推
進に関する法律に基づ
く土地の先買い制度」、
「国土利用計画法に基
づく土地取引届出制
度」に基づく届出が必
要となります。詳しく
は二次元コードから市
ホームペー
ジをご覧く
ださい。

10月は「土地月間」

問建設課☎ 43-5226

　世界12カ国12組の海外アーティストを淡路島に
集め、美菜恋来屋ほか島内各所でアートパフォーマ
ンスを披露します。詳しくは、ホームページ（http://
awajiartcircus.com）をご覧ください。

AWAJI ART CIRCUS 2019
（あわじアートサーカス2019）

観覧 
無料

９月28日（土）～10月27日（日）
12:00～14:00
※火・水・木は休み

問同実行委員会事務局　☎0799-73-2280

問ふるさと創生課つながり開発室☎ 43-5251

　新しくなったふるさと南あわじ応援寄附金（ふ
るさと納税）の特産品カタログを受取っていただ
ける、市外の知人をご紹介ください。12 月 25 日

（水）までに紹介いただいた人の中から、抽選で
20 人に 5,000 円相当の淡路ビーフをプレゼン
トします。紹介方法等、詳しくはお問合せください。

南あわじ市ファンを増やす
「送付先紹介レター」にご協力ください

第86回市議会定例会一般質問
■放送日　10 月 14 日（月）～ 20 日（日）
■放　送　午前８時～、午後８時～
　　　　　 ※土曜のみ午後１時～も放送 問さんさんネット　☎43-2345
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  10月の健康カレンダー
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● 乳幼児健康カレンダー　　　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

４カ月児健康診査
（元年6月生） 25 金 12:30 ～ 13:00

　南あわじ市
　保健センター

10カ月児健康診査
（30年12月生） 18 金 12:30 ～ 13:00

１歳6カ月児健康診査
（30年3月生） 1 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（29年7月生） 16 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（28年9月生） 11 金 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（26年10月生） 21 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（28年7月・29年1月生） 2 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（31年3月生） 23 水 13:30 ～ 14:00

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（元年5月生） 24 木 10:00 ～ 10:30

遊びの教室（予約制） 3 木  ９:30

発達支援相談（予約制） 3 木 13:30 ～

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1 回 100 円
内容    日   曜日　　  時間  　  場所

阿波踊り体操
2 水

10:00 ～ 南あわじ市
保健センター16 水

● 健康相談
内容  日 曜日　  受付時間 　　   場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定など 15 火  ９:00 ～ 10:30

13:00 ～ 14:30
市役所
本館 1 階

● 献血
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

1 火 11：30 ～ 16：00 　　　市立図書館

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

９ 水 14：00 ～ 15：00 　中央公民館２階

※詳しくは、地域包括支援センター（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

24 木 14：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

● こころやすらぐひろば   　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

27 日 13：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● 家族教室  　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

９ 水 14：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

小児救急医療

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番で小
児夜間救急診療を行っています。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※このサービスの通話は、お客様応対の品質向上の
　ために録音させていただきます
◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

６日（日） 友清龍一郎 医師 浦 瀬　 巌 医師

13日（日） 細 川 裕 平 医師 細 川 裕 平 医師

14日（月） 村 野 謙 一 医師 畑 田 卓 也 医師

20日（日） 浦 瀬　 巌 医師 森　 大 樹 医師

22日（火） 穀 内 勇 夫 医師 柴 田 亮 平 医師

27日（日） 細 川 裕 平 医師 細 川 裕 平 医師

　インフルエンザの感染力は非常に強く、日本では毎年
約１千万人（約10人に１人）が感染しています。38℃以上
の発熱、頭痛や関節・筋肉痛など全身の症状が急に現れ、
高齢の人や種々の慢性疾患を持つ人は肺炎を伴うなど
重症化することがあります。

インフルエンザ感染を防ごう 問健康課☎ 43-5218

対象
❶接種日に65歳以上の市内在住の人
❷接種日に60歳以上の市内在住の人で、一定の心臓・腎臓

もしくは呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能の障害を有する人

　市ではインフルエンザの発症および重症化を予防するた
め、高齢者インフルエンザ予防接種の費用の一部を助成し
ます。予防接種を希望する人は医療機関にご相談ください。

接種期間　10月1日～翌年1月末日
自己負担金　1,500円
※医療機関の窓口でお支払いください。ただし生活

保護受給者は自己負担金なし
持参品　健康保険証
※対象❷の人は身体障害者手帳も持参。生活保護受

給者は生活保護受給証明書を持参

高齢者インフルエンザ予防接種の助成

10月17日（木）～23日（水）
お薬のこと、聞いて安心。正しく使って、健康に！

○ かかりつけ薬剤師・薬局を持ちましょう。
○ 説明書を読み、薬の用法・用量を守り正しく使いましょう。
○ インターネットで購入する場合は、安心できる販売サイトを

利用しましょう。
薬についての相談は、医師、歯科医師、薬剤師等専門家に！

薬 と 健 康 の 週 間

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● いずみ会リーダー養成講座
　　栄養成分表示の見方、献立作成②
  日　　　曜日　   　　　 時間 　場所　

18 金 10：00 ～ 13：00 中央公民館

１． 症状を自覚したら、早めに医療機関
を受診する

２． 安静にして、十分な休養をとる
３． 水分を十分に補給する
４． 処方薬は指示どおり最後まで飲む

もしも感染したら

１． 外出後のうがい・手洗い
２． 室内の湿度を50～60％に保つ
３． 十分な休養とバランスのとれた

食事で体の抵抗力を高める
４． 繁華街などの人混みへの外出を控える

感染しないために

　例年年末から2月にかけて迎える流行のピークに備え
るため、10月から12月中旬くら
いまでに予防接種を受けるのが
効果的です。発症する可能性を
減らし、もし発症しても重い症状
になるのを防ぎます。

効果的な予防接種の接種時期

　インフルエンザは、主にせきやくしゃみの際に口から出
る小さな水滴（飛沫）によって感染します（飛沫感染）。せき
やくしゃみが出るときはマスクをつけましょう。
１． せきやくしゃみをするときは他の人から顔をそらせる
２． とっさのときはティッシュなどで口と鼻を覆う
３． 手のひらでせきやくしゃみを受け止めたら、手を洗う
　  など

せきエチケットを心がけよう

・ 鼻と口の両方を確実に覆う
・ ゴムひもを耳にかける
・ フィットするように調整

正しいマスクの着用方法

認知症サポーター養成講座
認知症の正しい知識をもち、認知症の人とご家族を
温かく見守る応援者（認知症サポーター）を増やす
ため、養成講座を開催します。

問地域包括支援センター ☎43-5237

日時　10月29日（火） 10：30～12：00
場所　シーパ
※参加無料。誰でも参加可（申込み不要）
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子育て広場 月

　　　　

　実りの秋を迎えました。旬の食べ物は、美味しさプ
ラス栄養価が高く、育ち盛りの子どもたちにぴったり
の食材です。体を十分に動かして遊び、栄養をたっ
ぷりとって健康な体を作りましょう！！

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:30
ひろば名 開設日 場所

みどり 2,4,9,11,16,18,23,25,30 南あわじ市
保健センター

せいだん
1,3（西淡中3年生との交流） 松帆地区公民館

15,17,29,31 湊地区公民館

みはら 1,3,8,17,24,29,31 働く婦人の家

なんだん 2,4,9,11,16,18,23,25,30 市立図書館

●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）
　（申込不要、ゆめるんノート、名札持参）

場所 内容

ゆめるんセンター 公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

※９月 13 日現在の行事予定を掲載しています。
　定員に達している場合はご了承ください

令和元年9月10日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
中田　雅偉（賀　集）

大谷　紘史（阿　万）

淺山　保男（沼　島）

神林　尚矢（滋賀県）

仲山　達也（北阿万）

西田　哲人（洲本市）

三善　祐輔（明石市）

吉原　幸輝（広　田）

松本　　葵（徳島県）

阿部　真子（洲本市）

糸井　　怜（群馬県）

福田　朱里（　市　）

柏木　亜規（倭　文）

武久　幸代（　市　）

田渕　未菜（姫路市）

水流恵梨奈（広　田）

８ 月 25 日

９ 月 １ 日

９ 月 ８ 日

９ 月 ８ 日

９ 月 ８ 日

９ 月 ８ 日

９ 月 ８ 日

９ 月 ８ 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

入谷　慧
けいしょう

星

桑島　　恭
つかさ

木下　碧
あおと

人

松野　　蒼
あお

嶋本佑
ゆ き と

稀翔

森崎　稜
りょうせい

成

今谷　奏
みなと

音

坂本　凛
り つ

都

馬部　藍
あ お

大

岡　穂
ほ の か

乃果

土井　律
りつは

花

阿萬　充
みつき

希

三野　時
と い

生

土井　杏
あんな

奈

神木　爽
そうが

我

谷口　詩
しおり

織

男

男

男

男

男

男

男

女

男

女

女

男

女

女

男

女

雅 哉
剛
雅 人
裕 至
昌 和
巧 大
秀 州
厚 文
真 照
雅 和
惇 司
紘 三
康 弘
智 幸
伸 夫
幸 喜

神 代
志 知
志 知
市
湊

福 良
湊

北阿万
松 帆
松 帆
賀 集
湊

松 帆
神 代
市

阿 万

８ 月 ３ 日
８ 月 ８ 日
８月 10 日
８月 11 日
８月 16 日
８月 18 日
８月 20 日
８月 20 日
８月 21 日
８月 23 日
８月 23 日
８月 27 日
８月 28 日
８月 28 日
８月 29 日
８月 31 日

出生

※9月号の正解は『セライナ』 。46通の応募がありました

　８月１日～３日までの
３日間、市内の小中学
生、淡路三原高校生らが
東日本大震災の被災地
を訪問。大川小学校跡地

（石巻市）で●●●の話を聞いたり、東松島市あお
い地区の住民らと交流を行ったりしました。
　●●●に入る３文字をお答えください。　　　　
　　　　　　　　　　　　（ヒントは広報 4 頁）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に素敵なプレゼントが当たりま
　す！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさん

さんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想をお書きの
上、広報情報課までご応募ください。

■応募締切 10 月 15 日（火）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報情報課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ

25 24

10
問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

９月10日（火）３B体操

●今月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 費用等

ファミリーデーpart４
ファミリーフォト
・ゆめるんセンター

５日（土）
①10:00～
②10:30～
③11:00～

定員各10組
（大人2人以上で申込み
ください）
費用500円（当日集金）

ままひろば
つまみ細工を作ろう
・ゆめるんセンター

８日（火）
10:00～
11:00

定員16人
申込締切3日
費用500円

グリーンヒルエリア芝生
広場で遊ぼう！
・イングランドの丘

10日（木）
10:00～
10:30

申込締切４日
※雨天中止

ままひろば
フルーツ帽子を編もう
・ゆめるんセンター

29日（火）
10:00～
11:00

定員10人
費用30円

10 月のお誕生日会
　せいだんひろば 17日（木）

出前ひろば
自由遊びの後

11：10～

　なんだんひろば 18日（金）

　みはらひろば 29日（火）

　みどりひろば 30日（水） 死亡

氏名 年齢 地区 死亡日
古川さかゑ
山﨑　茂　
久井さとえ
榎本　照夫
賀集　嘉子
増田　　博
若嶋　照子
　　富美子
興津　　進

榎 列
阿那賀
神 代
志 知
賀 集
八 木
湊
市

津 井

98
76
86
73
94
93
89
84
85

８ 月 25 日
８ 月 25 日
８ 月 26 日
８ 月 28 日
８ 月 29 日
８ 月 29 日
８ 月 30 日
９ 月 １ 日
９ 月 ２ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
飛田　　勤
碇　ちづ子
田浦　美鈴
江本美　子
今村　幸夫
前田　益壽
中尾てる子

福 良
榎 列
湊

阿 万
福 良
福 良
阿那賀

91
84
92
89
83
69
94

９ 月 ２ 日
９ 月 ３ 日
９ 月 ３ 日
９ 月 ６ 日
９ 月 ７ 日
９ 月 ７ 日
９ 月 ８ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
三浦　成夫
柳本　　精
藤本　　勉
秦　美智子
奥野　　正
塩濱　豊子
葊瀬　俊輔
森崎　晉次
中尾　勢子

松 帆
榎 列
松 帆
榎 列
榎 列
榎 列
福 良
福 良
阿那賀

93
93
91
82
94
85
73
94
85

８ 月 15 日
８ 月 15 日
８ 月 16 日
８ 月 17 日
８ 月 18 日
８ 月 20 日
８ 月 20 日
８ 月 21 日
８ 月 23 日

●人　口 47,134人（前月比-21人）
　    （男） 22,751人（前月比-6人）
　    （女） 24,383人（前月比-15人）
●世帯数 19,520世帯（前月比+19世帯）
※令和元年9月１日現在

 ●年齢別ひろば　※要申込 
ひろば名 開催日 時間 内容等

ぶどう 24 日（木） 11:00～
12:00

アンパンマンパンを作ろう
定員10組　費用400円
場所　ゆめるんセンター
※前回（5月）参加された人は
　ご遠慮ください

いちご 25 日（金） 10：00～

おひるねアート
定員30組
費用100円（当日集金）
場所　ゆめるんセンター
※前回（6月）参加された人は
　ご遠慮ください
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　８月の「人権文化をすすめる県民運動」推進強調月
間にあわせて、地域にある身近な人権問題に気付き、
正しい認識をイベントを通じて学ぶ「じんけんサマー
フェスティバル 2019」が 8月 18日、湊地区公民館
で開催されました。
　会場では人権擁護委員による人権相談のほか、子ど
もから大人まで楽しめる催しや模擬店等のイベントが
行われました。大ホールでは、落語家の桂文喬さんが
人生を豊かにする趣味・興味・人間味の「３つの味」や、
少しの思いやりを持つ大切さについて講演しました。

　８月17日、今年度に20歳を迎える14人が 10年前に文化
体育館に埋めたタイムカプセルを掘り起こしました。
　タイムカプセルは平成21年８月、当時の小学４年生約30人
が 10年後の自分に向けた手紙などを入れて埋めたもの。この
日集まった14人は記憶を頼りに埋めた場所を探し、カプセルを
掘り起こして開封。手紙や写真などを見て、思い出に浸りました。
　自分あての手紙を読んだ田浦理

り さ
嵯さんは「当時のことが懐か

しかった。親に感謝し、次の10年間で成長した自分になりたい」
と話していました。

じんけんサマーフェスティバル開催

タイムカプセルを掘り起こし

身近な人権問題を学ぶ

10年前の思い出に浸る

児童らに講演した武田航平さん（左）と兄の翔平（右）さん

カプセルを開け、自分あての手紙を探す参加者

　小中学生に大きな夢を持って生活を送ってもらう
きっかけを作るため、著名人らを講師に招いて行われ
る「夢プロジェクト」。９月４日に仮面ライダーを演じ
る俳優の武田航平さんと、兄で阿那賀駐在所に勤務す
る武田翔平さんが辰美小学校に登場し、テレビとまち
の「ヒーロー」２人が児童らに講演しました。
　航平さんは昨年８月まで放送された「仮面ライダー
ビルド」でグリス役を演じ、９月６日から上映された
続編となる映画では主役を演じました。翔平さんが駐
在所で勤務していることが縁で、２人で辰美小学校を
訪れました。
　講演では、航平さんは児童らに「夢は一人ではかな
えられない。家族や友達を大切に」と語りかけました。
また、翔平さんは交通安全教室を行い、航平さんが幼
いころに遭った交通事故を寸劇で再現しながら、交通
安全の大切さを児童らに教えました。

兄は駐在さん・弟は仮面ライダー

２人のヒーローが辰美小で講演

01・02 催しや模擬店を楽しむ来場者ら　03 講演する桂文喬さん
04 大ホールでは講演のほか、落語や芝居が披露された

01

03 04

02

全国大会出場おめでとう
全国の舞台で活躍した選手たち。市役所で優勝報告会・壮行会等が行われました。

ＮＳＩスイミングスクール（順不同）
津田琉

る い
生さん、上田友

と も き
稀さん、藪田凰

お う き
希さん

小泉花
か な こ

菜子さん、村上遥
は る か

香さん
淡路スイミングチーム（順不同）
三宅宗

そ ら
良さん、原口煌

こ う き
生さん、竹谷結

ゆ う
羽さん

山崎姫
ひ め な

奈さん、倉本此
こ こ か

椛さん

　市内小中学生10人が県大会で標準記録を突破し、
Ｂ＆Ｇ全国ジュニア水泳競技大会（８月17日・東京
都）に出場。三宅さん（後列中央）は中学生男子
50ｍバタフライで優勝しました。

 小中学水泳競技　男子 50m バタフライ優勝

 中学卓球（女子団体）

南淡中学校卓球部
　南淡中学校卓球部は県中学校総合体育大会で
準優勝、近畿中学校総合体育大
会大会で第３位に入り、全国中学
校体育大会（８月20日～ 23日・
滋賀県）に出場しました。

 女子わんぱく相撲 男子硬式テニスシングルス

印部泰男 さん（北阿万）

　印部さんは徳島県のテニ
ススクールに所属し、徳島
県であった代表選考で２位
に入り、日本スポーツマス
ターズ２０１９のテニスシング
ルス（９月21日～ 24日・
岐阜県）に出場しました。

奥野由奈 さん（榎列小５年）
　奥野さんは淡路地区大会
5年女子の部で優勝し、わ
んぱく相撲女子全国大会（８
月25日・東京都）に出場。
小結（4位）
となりまし
た。
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　みなとオアシス福良の事業として、住民や観光客に
楽しんでいただこうと、「にんぎゃか福良んど」や「フー
ドナイト」、「和太鼓」「アートサーカス」などイベントを
開催します。

　「淡路島百景」に選定されている沼島の海・山から、
その景観を楽しむ講座の参加者を募集します。
　沼島を知りつくしたガイドと一緒にぶらりと歩きなが
ら、景観から始める地域づくりを考えてみませんか。

日　時　10月 19日（土）11：30～ 16：30
場　所　沼島　※集合場所：土生港（灘ターミナル）
内　容　沼島海上周遊、上立神岩ほか散策
参加費　無料（渡船・周遊船の料金無料）
　　　　※土生港駐車場料金（1日 500円）は自己負担
定　員　25人（先着順）　※申込締切10月 10日（木）
申込方法
　県ホームページから申込書をダウンロードのうえ提出
申込先・問合せ
　淡路県民局まちづくり建築課☎26-3213

日　時

場　所 福良「なないろ館」周辺
10月 6日（日）　16：45～

★16：45～
　　オープニングショー
★16：45～20：00
　　フードナイト（飲食店５店舗）
★福良湾海上に謎の巨大生物（?）が出現

問福良市民交流センター☎50-3048

ワンダーＦ
フ グ
ＵＧＵフェスティバル

みなとオアシス福良
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